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１．長寿命化修繕計画の目的

１）背景

・岩内町における長寿命化修繕計画対象橋梁は、現在、３４橋あり、このうち建設後

５０年を経過する高齢化橋梁は、１１橋で３２％を占めます。

・２０年後には、この割合が７６％を占め、急速に高齢化橋梁が増大します。

・今後、増大が見込まれる橋梁の修繕・架替えに要する経費に対し、可能な限りのコ

スト縮減への取り組みが不可欠になります。

２）目的

・定期点検による橋梁の状態把握、予防的な修繕及び計画的な架替えを着実に進め、

橋梁の長寿化と橋梁の修繕・架替えに係る費用を縮減します。

・重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を確保していくために長寿命化修繕計画

を策定します。

■ 建設後５０年以上の橋梁

橋種別の橋梁数(２０１７年現在)

全橋梁３４橋

老松橋（橋長 １１.４０m）

昭和３６年供用開始（５６歳）

建設後５０年以上の橋梁箇所数の増加

２０１７年(現在) ２０２７年(１０年後) ２０３７年(２０年後)

３２％ ３８％ ７６％

11 橋 13 橋 26 橋
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２．長寿命化修繕計画の対象橋梁

長寿命化修繕計画の対象とする橋梁は、岩内町が管理する全３４橋を対象とします。

（橋）

３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的な方針

健全度の把握については、橋梁の架設年度や立地条件等を十分考慮して実施すると

ともに、「北海道市町村橋梁点検マニュアル（北海道道路メンテナンス会議）」に基づ

いて定期的に点検を実施し、橋梁の損傷を早期に把握します。

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

橋梁を良好状態に保つため、定期点検、異常時点検の他、日常的な維持管理として、

橋梁を含めた道路パトロールやこまめな清掃などに努めます。

４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

１）基本的な方針

・健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本方針に基づき、予防保全的な維

持管理・修繕計画を実施し、修繕や架替えに必要となる事業費の肥大化や無駄を排

除し、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の縮減を図ります。

・詳細点検結果に基づく橋梁の健全度把握及び損傷状況に応じて橋梁長寿命化修繕計

画を見直します。

２）新技術等の活用方針

今後の老朽化対策においては、事業の効率化を図るため、従来工法のみではなく、

新工法や新材料などの新技術等を加えた比較検討などを実施します。

３）集約化・撤去

令和 4年度までに、管理する 34 橋のうち約 3割程度について、施設の撤去に伴う迂

回路整備や、機能縮小、複数施設の集約化などの検討、社会経済情勢や施設の利用

状況の変化、施設周辺の道路の整備状況、点検・修繕・更新等に係る中長期的な費

用等を考慮することを目標とします。

１級市道 2級市道
その他

市道
合計

全管理橋梁数 13 10 11 34

うち計画の対象橋梁数 13 10 11 34

うちＨ２９年度計画策定橋梁数 13 10 11 34
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４）費用の縮減

令和 4年度までに、新技術を活用した点検を実施することで、費用を約１割程度縮

減することを目標とします。

５）対象橋梁の状態

対象橋梁の点検・診断結果は、別紙対象施設一覧による。

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期

様式１-２による

６．長寿命化修繕計画による効果

この計画の対象橋梁３４橋について、事後的な対応（大規模な補修や架替え）の場合と

適切な時期に修繕等を実施する予防的な維持管理の場合のコストについて比較しました。

この計画に基づき予防的な維持管理に転換することで、今後６０年間で検討した場合で

は、事後的な対応の場合は約１９億円、予防的な維持管理の場合は約８億円となり、約１

１億円の維持管理コストの縮減が見込めます。

なお、上記の費用は現時点での試算であり、今後の損傷状態の変化などによる計画の見

直しにより、変動することが考えられます。

７．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

１）計画策定担当部署

岩内町建設経済部 建設課 ℡：0135-67-7097

２）意見を聴取した学識経験者

室蘭工業大学大学院 工学研究科 くらし環境系領域 社会基盤ユニット

准教授 小室 雅人

60年間で約11億円

コスト縮減














